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  ふぐの取扱いに係る監視指導の強化について 

 

 

 ふぐの衛生確保については、「フグの衛生確保について」（昭和 58 年 12 月２日付

け環乳第 59 号）により通知するとともに、その監視指導強化を図るよう、「フグの取

扱いに係る監視指導の強化について」（平成 19 年 12 月 26 日付け食安監発第 1226003

号）及び「フグの取扱いに係る監視指導の強化について」（平成 29 年３月 24 日付け

生食監発 0324 第２号）により通知しているところです。 

今般、飲食店において、ふぐ処理者の資格を有する営業者が、ふぐの肝臓を提供し

てはならないことを認識しつつも、自身の経験から少量であれば大丈夫との考えのも

と、一部の顧客に養殖トラフグの肝臓を提供したことによる食中毒が発生しました。 

つきましては、ふぐの消費量がピークとなる冬季を迎えていることから、改めてふ

ぐを取り扱う施設及び消費者に対し、天然、養殖を問わず、一般にふぐの肝臓は有毒

部位であり、決して提供又は喫食しないよう指導及び周知等することについて対応方

よろしくお願いします。 

 

 

（参考）厚生労働省ホームページ 

○安全なフグを提供しましょう 

 (https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000094363.html) 

 

 


